故郷観の懸隔-日本とヨーロッパ- by 西尾,孝明
故郷観の懸隔
日本とヨーロッパー
西　尾　孝　明
　　　　　　　　　目　　次
はじめに　問題の所在
1．日本人の故郷観　追憶の彼方の生れ故郷
ll．ヨーロッパ人の故郷観　居住点の思想
　1．　アルプス以北における都市づくりの歴史
　2．挑戦と不屈の歴史　リューベックとライデン
皿．故郷観の懸隔一日本とヨーロッパー
むすび　今後の展望
はじめに　問題の所在
　このところ，日本でも故郷論議が盛んであるが，故郷のイメージは人々に
古来どうとらえられて来たであろうか。そして，そもそも故郷とは，われわ
れにとって何であろうか。かって，大正・昭和期の詩人室生犀生が「小国異
情』の中で，「ふるさとは遠きにありて思ふもの　そして悲しくうたふも
の　よしやうらぶれて異国の乞食（かたゐ）となるとても　帰るところにあ
るまじや　ひとり都のゆふぐれに　ふるさとおもい涙ぐむ」と歌ったことは，
周知のところであろう。日本人にとって，戦前は少なくとも，故郷はそれほ
ど遠く懐かしい過去の思い出の地であったと言える。
　昭和10年，和辻哲郎は日本や「シナ」などの「モンスーン的風土」の特
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質を鋭く指摘した（『風土一人間学的考察一』）が，中央集権的な政治支配形
態としても，また文化と経済の原初形態としても，天皇制国家体制が永く定
着し，あらゆる分野にまで浸透していた戦前の日本では，各地で支配者によ
る苛敏諌求が，殊の外過酷であったから，庶民は様々のしがらみに抗し，
「義理と人情」に支えられて，「なりゆく・っぎっぎ・いきほひ」が「基底範
疇」を成す社会（丸山真男『歴史意識の「古層」』）の中で，しがない暮らし
をする外なかった。勢い，彼等に人権などはなく，兵卒は勿論のこと，庶民
一般も概して短命で，単なる消耗品でしかなかった。また謀反や一揆を試み
る者が時に出ても，首謀者は極刑に処せられて，獄門に晒されるのが常であっ
たので，当然に庶民生活は過酷を極め，「出る釘は打たれる」の讐えの示す
ように，庶民はひたすら目立っことを恐れ，粗末な茅屋に住み，質素な衣服
を身にまとい，恰も風にそよぐ葦のような無抵抗さで，極力凡庸に且つ平凡
に，要領よく市井に細々と暮らす外なく，いわんや御威光のある「お上」の
「御政道」に対し，「恐れながら」物申すことなど滅多になかった。そして，
山地が多く人口凋密なこの島国では，人々は険しい山林や僅かばかりの耕地
に自分たちの生活を依存せざるを得なかったが，もともと開墾可能な森林原
野や沃野は極度に乏しかったから，早朝から夕べに星を頂いて帰るまで，寧
日なく懸命に働き続けても，民衆が豊かな暮らしを送ることは至難だった。
家父長社会の日本型働き主義がそれである。だからこそ，戦前の日本の小学
校では，修身教育が重んぜられ，蝦難辛苦に耐え抜くことが美徳とされた。
「憂きことの尚この上に積もれかし，限りある身の力試さん」と，学童たち
は誓いあった。楽しいことではなく，「憂きこと」であった点に注目された
いo
人の世に生きてし居れば　忍従を強ひらるるなり　さびし人の世
何とも暗いと言う勿れ。歌人宮柊二が昭和5年に詠んだ血を吐くような詩
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である。彼はその後応召し，一兵卒として戦地に赴き，毎日ピンタを打たれ
続ける忍従に耐え，次々と死んで行く戦友を見続けて，砲弾下に死線を彷裡っ
た。地上の何処にも，日本の庶民の安住の地はなかった。それ故，故郷を離
れた人々の思いは，必然的に懐かしい生れ故郷の地にしばしば飛んだ。懐か
しの故郷に切々たる思いを寄せる幼少時代の懐旧の時だけが，異郷に住む人々
のせめてもの慰めや救いであったからである。過去は一層美化され，懐かし
く追想された。
　振り返ってみると，古来，日本人は故郷に対して特別の感懐を抱いて暮ら
して来たと言ってよい。田舎と言い，故山と言い，古里，国，郷里などと言
いっっも，郷里は誇りと，時には，不便さや生活の厳しさ故の由ない卑下の
対象でもあったが，郷党や同郷人に対する特殊な肩入れは，古来日本人の特
徴でもあったから，特定の故郷や郷里を持たない者や，遍歴の生涯を送った
エトランゼたちは，この国では，一抹の俺しい思いに悩まされざるを得なかっ
た。故郷には，人が幼少以来慣れ親しんだ数々の風物詩，即ち，春の歓びと
土の香り，百花練乱と新緑の情景，小鳥の噌りやシンフォニー，夏の蛍の乱
舞瀬音と蝉しぐれ，秋の村祭り，赤トンボの飛び交う澄み切った空，虫の
すだく声，冬の梢を渡る山籟の音などの思い出の外に，真紅の黎明や月の輝
きと満天の星空などの思い出や，山紫水明の山河の情景などの記憶と父母を
始めとする懐かしい人々の思い出，更には，様々な生活習慣や，昔味わった
「おふくろの味」と郷土の味覚やお国言葉などが，密接に結び付いている。
尤も，郷里を出ず，生涯郷土に住み続けた人々は別として，何時か故郷に錦
を飾ることを夢見て，勇躍郷関を出た人々の中には，異郷に骨を埋めて，再
び郷里に帰らなかった人々も居たが，それにしても，日本の風土で，郷里が
古来或る格別な牽引力を持っていたことは，否定し難いだろう。郷土チーム
や同郷人に対する熱烈な応援ぶりは，特にこの国で顕著ではなかろうか。そ
れ故，日本では昔から，故郷が不思議な愛着の対象であったと言ってよい。
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日本人は，弥生時代以来は少なくとも，自然を畏催しっっ専ら自然に親しん
で来た農耕民族的な気質のせいか，在来，とかく咽び泣くようにしんみりと
し，詩情をいとおしむような，しみじみとした情緒や情感を好んだから，故
郷に寄せる日本人の思いも，それなりにまた情緒的で懐古的であったと言え
る。故郷を歌う日本の叙情詩や歌曲からは，そこはかとない溜息が聞こえる
ように思うのは，私の単なる思い過ごしであろうか。
　私はかつて滞欧当時に，ヨーロッパのマスコミの歯に衣着せないえげっな
さと，主張の直戴さに驚いたことがある。日本では，多少その筋を気にして
いるかの様に，やんわりと遠慮がちに報道したり，ややセンチに情緒的に，
時には同情でも誘うかの様に，事件を扱うことが多かったのに，イエスとノー
を明確に言い，とかく玉虫色を好まぬヨーロッパ人は，党派的な自紙の旗色
を常に鮮明にして，我こそは正義の味方とばかり遠慮会釈なく批判攻撃して
仕舞うのだ。尤も，国際化の進展に伴い，日本のマスコミも，最近やや世界
の趨勢に倣いっっあるが，それにしても，今日でも，情緒性が未だ色濃く残っ
ていると見るのは，私の偏見だろうか。合理に対する信念やバイタリティー
の強さが，彼等とわれわれとは，やや違うかのようである。
　私見によれば，故郷に対する見方も，民族や国民にとって，今の所は少な
くとも，かなりの懸隔があるように思われる。狩猟民族の末商であり，自立
思想の強かったヨーロッパの人々の故郷に対する思いは，日本人とやや趣き
を異にしているようである。彼等は徒に生れ故郷に思いを馳せることを自ら
戒め，己が現に住む居住地での生活を中心とする自立思想，即ち，「居住点
の思想」に基づく民主的な住民自治運動の広がりの方を，昔から，より大切
にして来たのではないか。別言すれば，彼等は人生を楽しみ生活を謳歌する
ことを常にすべてに優先し，その為に仕事をして来たが，われわれの様に，
食うためにあくせくと，しがない仕事に追われ続けて来たのではなかったと
言えよう。
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　本稿は，故郷に寄せる人々の思いやアクセスの違いを，恰もタイムカプセ
ルのような過去の歴史に照らしっっ，日本とヨーロッパ間で比較検討したも
のである。
1．日本人の故郷観　追憶の彼方の生れ故郷
　故郷と言う時，日本人はまず父母や懐かしい旧友の住む生地を思い浮かべ
るものの如くである。明治21年採用された「故郷の空」の唱歌は，「思えば
遠し故郷の空ああわが父母いかにおわす」と歌い，日本人の心情に訴えか
け続けて来た。また明治40年採用の旅愁を歌った中学校唱歌は，「わびしき
想いにひとり悩む　恋しやふるさと　なつかし父母　夢路にたどるは故郷
（さと）の家路」と歌っている。日本人の思いは，しばしば懐かしの故郷に飛
び，時には，異郷での孤独感に心千千に乱れて，「はるけき彼方に心迷う」
のが常だった。そして大正3年，尋常小学校唱歌として，「故郷」の唱歌が
採択されて以来，日本人は「如何にいます父母っつがなきや友垣　雨に風に
つけても思いいずる故郷　志しを果していつの日にか帰らん　山は青き故郷
水は清き故郷」と歌い続けて来た。これを要するに，日本人にとって，故郷
とは父母や懐かしい旧友の住む生地であって，己が現に居住する場所や環境
ではなかったと言えよう。勿論，何処にも住みやすい理想の地はなかった。
それ故「幾山河越えさり行かば寂しさのはてなむ国ぞ今日も旅行く」（若山
牧水）が，戦前までの日本人の悲しい常態であった。信州ほかの各地に残る
「姥捨山」の悲惨な民話は，貧しい山村僻地にへばりっいても，生き抜かざ
るを得なかった日本人の厳しい過去を思い知らせる。
　明治・大正・昭和期の詩人三木露風は，かつて「ふるさとの小野の木立
に　笛の音のうるむ月夜や　乙女子は熱き心に　そおば聞き涙流しき」と，
追憶の中で故郷を詠み，また，前記の詩人室生犀生が「ふるさとは遠きにあ
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りて思ふもの　そして悲しくうたふもの…ふるさとおもい涙ぐむ」と歌った
ことは，周知の所だ。そして昭和期の詩人石川啄木は，故郷渋川を思い出し
て歌った歌を幾つか残しているが，例えば「病のごと思郷のこころ湧く日な
り目にあをそらの煙かなしも」「ふるさとの読なっかし停車場の人ごみの中
にそを聴きにゆく」「ふるさとの山に向ひて言ふことなし　ふるさとの山は
ありがたきかな」「今日もまた胸に痛みあり　死ぬならばふるさとに行きて
死なむと思う」「石をもて追はれるるごとく　ふるさとを出でしかなしみ」
などは，悲しい追憶の歌であって，現に住む東京での生活を歌ったものでは
ない。大正・昭和期に彫刻家であり詩人であった高村光太郎は，病める妻智
恵子の故郷を訪ねて，「ここはあなたの生れたふるさと，あの小さな白壁の
点点があなたのうちの酒庫。私は又あした遠く去る，あの無頼の都，混沌た
る愛憎の渦の中へ」と，己の生活拠点を「無頼の都，混沌たる愛憎の渦の中」
「執着深いあの人間喜劇のただ中」と歌う一方で，妻の故郷一帯の情景を，
病妻に代わって慈しんでいる。また戦前昭和の作家林芙美子は，『放浪記』
の冒頭で，前記の小学校唱歌「更けゆく秋の夜　旅の空の佗しき思いに一人
なやむ　恋しや古里なっかし父母」の唱歌を引用して，「私は宿命的に放浪
者である。私は古里を持たない。故郷に入れられなかった両親を持つ私は，
したがって旅が古里であった。それ故，宿命的に旅人である私は，この恋し
や古里の歌を，随分｛宅しい気持ちで習ったものであった」と書いている。戦
後の作家安部公房に『けものたちは故郷をめざす』という作品があるが，言
う迄もなく，彼の言う「故郷」は現住地ではない。
　また日本の文学には，昔から百人一首にも，紀貫之の「人はいざ心も知ら
ずふるさとは　花ぞ昔の香ににほひける」や，参議雅経の「み吉野の山の秋
風小夜ふけて　古里寒く衣うっなり」などの歌があったが，これらは，いず
れも古里となって仕舞った土地のことを歌ったもので，己が今住む都のこと
を歌ったものではない。わが国には，かって「ふるさとへ廻る六部の気の弱
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り」と言う川柳まがいの句があった。つまり六部（巡礼）でさえ，年を取っ
て体力が衰え，足腰が萎えて来ると，気が弱くなり，思いは懐かしい故郷に
向うというのが，この句の意味である。故郷は心落ち着ける墳墓の地，乃至
は，終焉の場と見られていることに着目したい。信濃の俳人小林一茶は，寛
政6年「初夢に古里を見て涙かな」と詠むほど，思い憧れた恋しい「古里」
に帰らんとしたが，彼が安らかな老後を過ごせると夢見た「古里」は，文化
7年48歳の時に詠んだ句「故郷や　よるもさはるも茨の花」が物語るよう
に，身近な親族との間の深刻ないざこざが絶えず，彼は慨嘆し切って，溜息
まじりの悲しみの句を残している。だが2年後の文化9年，遂に帰郷した雪
深い柏原の地で，彼は観念して大悟し，「是がまあっひの栖か雪五尺」と詠
み，15年後の文政10年，65歳で没している。彼にとって，故郷は至って狭
い閉鎖社会で，身近な人たちとの面倒な確執やいざこざもあり，住みにくい
一面もあったが，何はともあれ，遂に骨を埋める終焉の地だつたのである。
これを要するに，古くは『万葉集』の「世の中の憂きたびごとに身を投げば
深き谷こそ浅くなりなめ」（よみ人しらず）や，また江戸後期の文人，大田南
畝の詠んだ狂歌「三度炊く飯さえこわし柔らかし思うようにはならぬ世の中」
が如実に物語るように，日本人にとって，取り分け，世の中のことは，常に
儘ならぬ不条理と暴虐さに満ちており，明日のことも予見し得なかった。
　些か通俗に堕する嫌いがあるが，ここで庶民的なレベルに触れておけば，
情緒を愛し演歌や拝情歌を好むこの国では，歌謡曲の分野でも，故郷は遠い
追憶の彼方に歌われていることが多い。例えば，霧島昇は，昭和15年頃
「おさななじみのあの友この友　ああ誰か故郷を思わざる　おさななじみの
あの山この川　ああ誰か故郷を思わざる」と歌っていたし，また同じ頃，高
峰三枝子は「ランプ引きよせふるさとへ書いてまた消す湖畔の便り」と歌っ
ていた。戦後，美空ひばりが「二人して故郷をすてた甲斐がない」と歌い，
また岡本敦郎が「白い花が咲いてたふるさとの遠い夢の日　白い雲が浮いて
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たふるさとの高いあの峰」と歌っていたことも想起される。そして，一々歌
手の名を挙げないけれど，最近でも，何人かの歌手が，故郷を「夢の中」と
か，「おぼえているかい故郷の村を」とか「帰うかな故郷へ」などと歌って
いることも，併せて思い出さるべきだろう。要するに，日本人にとって，故
郷とは懐かしの生地なのだ。
　尤も，この様な傾向に，日本でも多少の例外はある。縄文時代以来使われ
て来た「まほら」＝「まほろば」の語は，本来「すぐれた良い所や国」の意
味だったと言う。また「骨を埋むるに何ぞ期せん墳墓の地，人間至る処青山
有り」と吟じたのは，幕末期に周防妙円寺の住職であった僧月性であるが，
鎌倉初期の出家歌人鴨長明の「方丈記』にも，こんな一節がある。「おほか
た，この所に住みはじめし時は，あからさまと思いしかども，今すでに，五
年を経たり。仮の庵も，やや故郷となりて，軒に朽葉深く，土居に苔むせり」。
彼は現に居住する「仮の庵」を「故郷」と見立てているのだ。
　このような多少の例外を視野に入れっっ考察すれば，次の様に総括できる
のではないか。ユートピアUtopiaとは，語源から言えば，ギリシャ語の
ou＝noにt6pos＝placeの付け加わった言葉で，何処にもないnowhereの
意味だ。安住の地が地上の何処にもなかったか，ユートピアが他の何処にも
なかったかどうかが，日本とヨーロッパの故郷観を分かつポイントでもあろ
うか。日本では，現在はともかく，過去においては，良寛や西行のような世
捨人か風狂か，それとも大愚に徹するか，僧月性のように，宗門に入り大悟
達観して，ともあれ，世の立身出世や世の栄達を諦めない限り，居住点を己
が故郷と見ることが出来なかったのではないか。日本では，住居が粗末な茅
屋で，人生が「仮の宿」にしか過ぎず，日本の「衆生」，取り分け女性にとっ
ては，この世はまさに「三界に家なし」だったことも，併せて想起さるべき
だろう。
　そこで，わが国の辞典類から，日本人の故郷概念を確かめてみよう。大正
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4年に出た日本の古い辞典である大槻文彦『大言海』は，「ふるさと」を
「古里」と置き換え，①善りたる里。フルビ荒レタル里。蕾都②本居所。他
国二移リテ住メルモノナドノ，モト住ミシ里ヲ言ウ語。故郷，奮里，故山，
故国③往時仮初二居タリシ地，曽遊地と解説している。また新村出の岩波書
店『広辞苑』は，①古く物事のあった土地　古跡，旧跡②ふるびて荒れた土
地，『古今集』の「ふるさととなりにし奈良の都にも色は変わらず花は咲き
けり」を例として挙げ，③自分が生まれた土地，故郷，郷里④かつて住んで
いた土地として，前記の紀貫之「人はいざ心も知らず　ふるさとは花ぞ昔の
香ににほひける」を例として挙げている。そして小辞典類では，「岩波国語
辞典』が，ふるさと（古里，故里，故郷）を①その人に古くからゆかりの深
い所。④生れ育った土地，◎以前に住み，またはなじんでいた所②古く物事
があった土地，旧跡③古びて荒れた土地と解説している。もう一冊だけ小辞
典を挙げておくと，金田一京助の三省堂『新明解国語辞典』は，ふるさと
（故郷）を，古里の意，［現在，他地に住む人にとって］自分が生れ，育った
土地と簡単に解説している。これらの辞典類の記述を総括すると，日本語の
「ふるさと」とは，要するに，現在住んでいる場所，つまり居住点を決して
指していないことが分かろう。要約すれば，①日本語の場合，ふるさと概念
は，④生地，◎かっていた所，◎昔の物事のあった所など，ともあれ，とか
く過去と結び付いていて，無限の懐かしさと共に展開されている。②尤も，
ふるさとは懐かしい所であると同時に，人情豊かな反面に，多少煩わしさの
ある狭い閉鎖社会でもある。前記の室生犀生の「ふるさとは遠きにありて思
ふもの　そして悲しくうたふもの」や小林一茶の句「故郷や　よるもさはる
も茨の花」などは，それを痛切に物語っていよう。風の便りに遠い都の便り
を聞くことはあったが，そこは概ね文化僻遠の地であったと言える。だから
こそ，日本では，故郷は昔から遠い懐かしさの彼方に意識的に置かれたと，
言えないだろうか。日本の場合，故郷は辛い都会における現実の暮らしから
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の一時的な逃散，束の間の離脱，乃至は，せめてものカタルシスだったと言
えるのではないか。その為，故郷は無限に懐かしい夢の彼方の過去としか，
思念されなかったのではないか。「ふるさとは遠きにありて思ふもの　そし
て悲しくうたふもの　よしやうらぶれて異国の乞食（かたゐ）となるとても
帰るところにあるまじや」なのだ。
H．ヨーロッパ人の故郷観　居住点の思想
1．　アルプス以北における都市づくりの歴史
　かつて羽仁五郎は「都市は復讐する」と述べて，災害や戦火に多年痛みつ
けられ続けて来たヨーロッパや世界の都市が，不死身な生命力を持っていた
ことを強調したω。
　ヨーロッパ人の都市建設への情熱は，「人間の生への意志，権力への意志
の表現」である。ヨーロッパには，ギリシャ，ローマの昔から，ギリシャ語
でTonoΣ，ラテン語でトポスTopos（いずれも場所の意味）の言葉や思想
があった。彼等には，何処よりも，現に己が住んでいる場所が，先ず大切で
あるとの認識があった。またイギリスやドイッやフランスで，地方とかロー
カルと言う言葉が，E．　local，　D．　Loka1，　F．　Localit6の如く，いずれもラテン
語の10CUS（その場所の意）から由来していることは，周知の事実だ。その
住む場所，その生きる場所は，ヨーロッパ人にとって，古来，絶対的な活動
の本拠であって，そこを大切にしないでは，彼等の生活はもともと成り立た
なかった。またユートピアUtopiaとは，語源くラテン語，ギリシャ語（ou
＝no＋topos＝place→nowhereの意）が意味するように，住む場所が
何処にもないの意味だ。やや洒落めかして言えば，ユートピアなど，ここ以
外に何処にもないと，現住地での暮らしを最優先にしたのが，彼等の生きざ
まであった。
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　ドイッでは，ホテルに宿泊することを，部屋に「居住する」wohnenと
言う。よしんば，僅か数日限りの何泊かの滞在であっても，客は部屋に「居
住する」のだ。「居住する」の語には，旅や生活を楽しみ，暮らしを文字通
り実践することが含意されていよう。類型的に言えば，概して精力的で快活
な彼等は，人生を楽しんで旅と生活をこよなく愛し，確信に満ち，合理的か
っ理性的なようだ。ドイッ人は口癖のように，「大丈夫，造作ない」kein
Problem　kein　Problemと言う。彼等は己を信じ，隣人との協力により問題
を解決することに，概して意欲的で得意だ。だから休暇にキャンピング・カー
で訪れる湖畔も，また楽しい己の居住地だ。それ故，彼等にとって，故郷は
必ずしも生地や墳墓の地ではない。ドイッ語の故郷Heimatと言う言葉は，
家を意味する語Heim＝Hausから派生して来ているが，この語の意味する
ように，そこを家とし，そこに住むことが，ドイッ人には故郷に通ずるのだ。
同様なことは，英語の故郷homeにも言えよう。アイルランド人H．　R．ビショッ
プ作曲の「埴生の宿」Home，　Sweet　Homeは，「埴生の宿も　わが宿　玉の
よそおい　うらやまじ　のどかなりや　春の空　花はあるじ　鳥は友　おお
わが宿よ　たのしとも　たのもしや」と高らかに歌い，またドイッには「さ
らばわが故郷」Nun　ade，　du　mein　lieb　Heimatlandや「美しき故郷」In　der
Heimat　ist　es　sch6nなど，故郷の美しさを称える歌が多い。オーストリ
アのチロル地方には，フォークソング「汝，美しきエッッ・タール」Du
sch6nes　Otztalや「美しきチロル」sch6nes　Tirolerlandなどがあるが，
取り分け「山々は招く」Mich　locken　die　Bergeは，「われ故郷を愛す，他
にこれに勝れる所なし」Ich　liebe　mein　Heimat　m6cht’niemals　woanders
mehr　seinと高らかに歌い，厳しい環境である故郷チロルの山河の比類なき
美しさを今に称えている。そして彼等は，専門職業Berufを身にっけ，そ
の職業に精励することにより，やがて天国に召され得るのだとのエートスを
持ち，古来労働に励んで来た。もともとヨーロッパには，「神は農村を作り，
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人間は都市をっくった」と言う言葉が意味するように，都市は人間が人為的・
積極的に創造したものとの思想が古くからあったが，一面の森を切り開いて
都市や文化が創造された。特に中世以降になると，都市は物資集散の拠点と
なり，そこには人々を守る為の石づくりの城壁や城門，教会，塔，鐘楼，市
役所と中央広場，石畳みの道路，石の橋人家，学校，病院，集会所どが相
次いで築かれ，整然たる街区や家並の規制が町造りと同時に行われた。そし
てヨーロッパでは，早くから諸都市に都市法が確立して，ニーダー・フラン
ケンなど諸都市では，自治権が市民から強く求められるようになって行った。
また幾つかのドイツ諸都市では，その後，都市計画が徐徐に実施されて，自
治体の高権による市民住区の整備事業が，次第に市内全域に貫徹して行くよ
うになる。ゴチック建築の教会は，諺蒼たる森林の大樹を模したものであっ
たし，また美しいステンドグラスの窓は，森の木洩れ日を象徴していた。つ
まり教会は，野蛮な森を切り開いて築き上げた人間の都市文化の象徴であっ
たのである。文明E．civilization，　D．　Zivilisationの語が，ラテン語のcivilis
（市民の，公共心の意味）に語源的に由来し，また文化E．culture，　D．　Kultur
の語が，ラテン語のcultOraに由来していて，「耕作された土地」の意味で
あることが，その由来を物語るであろう。また森E．wood，　D．　Waldの語が
wild（未開な，野蛮なの意味）と同根であるのは，ヨーロッパで，かつて
森が未開野蛮な処女地であったことに因る。古来日本では，柳田国男が『遠
野物語』で描いているように，昔から随所に「山の神」の祠などが祭られ，
山や森が神の住む聖なる領域とされて，取り分け神聖視され，地域住民から
伝統的に崇められて来たのと，まさに対称的と言えよう。彼等は早くから非．
呪術化Entzauberungを成し遂げ，合理への確信を貫きっっあった。
　そればかりではない。ヨーロッパ生れで該博な知識を持つオランダの史家
ホイジンガーJ．Huizingaは，遊びを意味する語句（英語のplay，ドイッ
語のspielen，フランス語のjouer，オランダ語のspelenなど）を例として，
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この言葉はもともと，狩猟民族の末商であるヨーロッパ人にとって，「ある
ことを保証する，あるもののために危険を冒す，自らを危機にさらす」の意
味を持っていたと説き，古くから「遊びは闘争であり，闘争は遊びでもあっ
た」と，子細詳細に説明しているが（2），このホイジンガーの所説は，彼等ヨー
ロッパ人が，古来いかに意欲的闘争的かっ合理主義的に逞しく生き続けて来
たかを，如実に示していて興味深い。
　このように，意志的意欲的なヨーロッパにおける町造りの歴史の一端を示
す好個の実例として，多くの諸都市で甕立するに至った塔建設について，こ
こで言及しておけば，この思想は，「バベルの塔」の話や宗教絵画が如実に
物語るように，旧約聖書の第一書『創世記』に既に登場し，新約聖書にも引
き継がれているが，それらは，取りも直さず「限りなく己れを越えようとす
る高所への意志，権力への意志の表現」’でもあった。そして，その意志を
実現すべく，ヨーロ’・7パの都市の幾っかには，12世紀以降，大学が相次い
で造られて行き，独自の文化がそれぞれの都市で形成され，育成されて行っ
た。ここで主要都市の文化史形成の指標だけを見ておけば，15世紀中葉以
降の聖書印刷の伝統をもつ優れた印刷出版業が，都市に根付いて，手堅く地
域文化を支えるのは，18世紀以降と言える。ゲッチンゲンの印刷出版業ヴァ
ンデンホーク・ルプレヒト社は，大学の創立に先立っ1735年に，既に創業
されている。そして大学の創立は，都市文化をいよいよ開花発展させた。因
みに，大学の創立は，イエナが1558年，ベルリンが1607年，ボンが1673－
74年，ゲッチンゲンが1737年である。また，フィルヒョウの指導によって，
首都ベルリンに大規模な下水道新設工事が着手され，この都市の衛生環境が
かなり整備改善されたのは，第二帝政時代の1875年以降である（3）。かくて，
市民の間にも，それぞれの家庭生活の中で，家族との団樂を楽しみ，また時
には親しい友人を家庭に招いて，ジョークやユーモアに満ちた社交生活を営
むだけの余裕が，次第に生まれるに至った。
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＊かつて鈴木成高は，市民精神（Bttrgertum）が中世に由来するとし，「ヨーロッ
パの塔は，中世のロマンチシズムが造型にまで結晶したもの」との見解を示した
が，確かに，その偉容は今日でも圧倒的で，地を払う程の壮観だω。梅原は，日
本の塔の思想のヨーロッパのそれとの違い，っまり「東方の塔」と「西方の塔」
との異同を示しており，またショーペンハウエル（1788－1860年），ニーチェ
（1844－1900年）などの意志の哲学や，アレクサンダーなどの諸説を援用しっつ，
西洋の塔は「人間の生への意志，権力への意志の表現」であったと述べており，
また佐原は，J．ラスキン（1819－1900年）とキルケゴール（1813－1855年）とを
援用しつつ，塔は「高いものに憧れ，それに向って昇って行こうとする心に燃え
て築かれたのは確かだ」が，「宗教的動機によるとは思えない」とし，それは①
旺溢する気力と②鐘の音が遠く届くようにと言う機能面からの要請に因るもので
あり，「退屈」の所産であったかも知れないと主張している。両者共に，塔の思
想を，「生への意志」や「旺溢する気力」と結び付けている点が，興味深く説得
的と言える。
　このように，ヨーロッパ，取り分けアルプス以北の地では，居住地中心の
環境づくりが盛んに行われた。そして，ヘーゲルが『法哲学』の序文の中で，
大言壮語を戒め，常住坐臥いま居る所で，合理を信じ，理性的積極的に生き
ることを教え諭したと言われる言葉「ここはロドスだ。ここで踊れ」Hic
Rhodus，　hic　saltusのマキシムも，また彼が同じ序文の末尾の部分で述べて
いる「黄昏の臭は日暮れと共に飛翔を始める」Die　Eule　der　Minerva
beginnt　erst　mit　der　einbrechenden　Dammerung　ihren　Flugの哲理も，
ヨーロッパ人の居住点での積極的合理的な生き方の基礎となったのではある
まいか。ともあれ，環境を大切にした個性ある都市の歴史的発展は，ヨーロッ
パの特徴であった。
　ドイッにベルクbergやブルクburgなどを語尾とする都市が多いのは，
城郭づくりが都市づくりの第一歩だったことに因る。いまアルプス以北の地
で城壁築造Ummauerungの年を，古い順から拾ってみると，アミアン
Amiensが1112年，フライブルグFreiburgが1120年，シュトラスブルグ
Strassburgが1143年，マインッMainzが1155年，レーゲンスブルグ
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Regensburgがll56年，ブラウンシュヴァイヒBraunschweigが1160年，
ハムブルグHamburgが1189年であった。ロマンティッシェ・シュトラー
セにあるローテンブルクRothenburg　ob　der　Tauberでは，町の城門や第
一の城壁が1204年，第二城壁が1280年，最後の第三城壁が1399年と，三
度にわたって市域が拡大されており，この町が市域を次第に拡大しっっ外に
発展して行ったことを如実に示している。そして，ケルンK61nなどの都市
では，12世紀に宣誓団体Schwurbruderschaftが結成され，誠実，援助，
助言などの相互援助義務や，一般兵役義務と納税負担義務を負っていたほか，
「兄弟たち」の不幸に対して復讐する義務を負い，1106年頃には，軍事高権
や裁判権をも持っに至っていた。またll50年頃には，市民は市税Beitrage
の納税義務を負い，死者供養なども行っていたことが記録されている。都市
が，自らの法律上の権能に基づいて，都市裁判所判決文などの公文書類に押
印した都市印章Stadtsiege1が，始めて制定されたのは，ケルンK61nとト
リーアーTrierとが共に1149年，またマインッがll50年であった。この様
な過程の中で，都市には商人ギルドの指導的人物とその他の都市貴族から成っ
ていたメリオーレスmelioresと，その執行機関である市長BUrgermeister
や，下級裁判官であるレークトーレス．　rectores，そして終身の審判人
Sch6ffenからなる官職制度が，多くの都市で次第に確立されて行った（5）。
　そこで，次にヨーロッパにおける町造りの実例を，厳しい環境の中で営々
として築き上げた北ドイッ最果ての町リューベックLUbeckとオランダの
ライデンLeidenの場合から見ることにしよう。
2．挑戦と不屈の歴史　リューベックとライデン
　（1）　リューベックLUbeck
　バルト海に臨み，かっては「ハンザの女王」と謳われて，由緒あるハンザ
都市の伝統を誇り，また「七つの尖塔の町」として喧伝されて来たリューベッ
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ク市は，現在ドイッのシュレズヴィッヒ州に属し，面積214平方キロ，人口
215，000人，人口密度1004人／平方キロの今は寂れた中都市である。だが，
それだけに，夕闇の迫る頃，ミューレン湖に逆さのシルエットを写す北ドイ
ッのこの町のやや物寂しい景観の美しさは，まさに感動的と言う外なく，人
をして思わず息を飲ませる程の壮観だ⑥。そればかりか，この町は，ドイツ
の文豪トーマス・マンの自伝的小説『トニオ・クレーゲル』や大作「ブッデ
ンブローク家の人びと』で描かれ，人口に胎灸している美しい文化的な古都
と言える（7）。
　先ず，この町の沿革を尋ねてみると，1138年頃破壊されたヴェンド族の
集落Liubiceに，1143年ホルシュタイン伯爵アドルフニ世Graf　Adorf　II．
von　Schaumburgが，商人町を築いたのが，その始まりと言われる。
Liubiceとは，「美しい地」とか，「愛しい地」の意味である（8）。また，もと
もとこの地には，リューベックLjubekと呼ばれる小さな砦（ブルク）があっ
たが，この名称の由来となったBuku，　Ljubekの語は，スラヴ語で「心地よ
い場所」の意味だとも言う。その後，ll58年に，侯爵ハインリッヒ獅子王
Heinrich　der　L6weが，トラーフェ運河Kanal－traveの河口の地に，今日
のリューベック市に発展の基礎を造ったと言われる。そして，1241年には，
エルベ河の河口からトラーフェ河口に至る迄の海上水路が拓かれて，ハムプ
ルグとリューベック間の舟航条約が締結され，以後，リューベックは，「ハ
ンザの女王」と謳われる程，重要な北ドイッの港湾として生生発展し，隆盛
を極める迄に至った。このように，この地がバルト海からトラーフェ河を湖
航した船舶の停泊地点であったと言う商業的意義の為に，トラーフェ河を挟
んで，ブルクの対岸には，ドイッ商人の集落が形成されたのが，この町の起
源と言える。そして，この集落は，初期には，ギルド類似のメルカトーレス
（商人仲間），14世紀以降は，富裕者（divites，　reichen）即ち上層商人
（meliores）の牛耳る市議会の参与と支配の下に，一層発展して行った（9）。
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　今この町を歩いてみると，1477年に建設され，前記のホルシュタイン伯
爵の名に因むホルシュテン塔Holstentor，運河沿いに南のリューネブルク
LUneburgから運んで来た岩塩を貯蔵していたと言われ，1694年の表示の
ある古い塩の倉庫Salzspeicherや，1230－1570年に建設された破風屋根が
風を切る出窓型式の市役所Rathaus，ブライテ・シュトラーセBreite
Strasseにある古い1535年建設の船員集会所Schiffer　Gesellschaft，それ
に，コーベルク広場Koberg　Platzの真向かいには，1280年に建設された精
霊病院Heiligen－Geist－Hospitalなどの古い建築物が残っており，さながら
町全体が博物館の偉容だ。そして七つの尖塔として聲立するのは，1177年
建設の聖ヨハニス僧院St．　Jochanisklosteer，1227年建設の聖エジィディエ
ン教会St．　Aegidienkirch，聖ペトリ教会St．　Petrikirch，トーマス・マン
の生家Buddenbrookhausの真向かいにあり，1250－1350年に建設された赤
煉瓦建て最古の教会，聖マリエン教会St．　Marienkirch，同じく赤煉瓦建て
で，ゴチック式の聖ヤコブ教会St．　Jacobikirch，1256年建設のカタリエン
教会Katharienkirch，そして1158年建設され，その後の1477年，ノトケ
B．Notke設計のロマン風ゴチック式の建築部分が付け加えられたドーム
Domなどの古い建造物が，市内のそこごこに聲立しているが，その外にも，
赤屋根の民家の家並が今も見事に残されている。われわれは今，ドイッ僻遠
の厳しい気象のこの地でも，戦い抜き生き抜いて来たヨーロッパ人の不屈で
積極的な町造り精神の見事な結晶と証左を見る思いがする（1°）。
　由来，バルト海に注ぐトラーフェ運河Kanal－traveの河口港として発展
して来たこの町では，船舶による内国交通や外国との運輸交通が市民の生業
の重要な位置を占め，1990年現在でも，市民の就業人口のほぼ25％が商業，
運輸業，通信業などに従事している。その為，この町には，昔から大きな単
一の総合大学は造られなかったが，専門大学として，建築学，エンジニアリ
ング，電気工学，医学，物理学などの諸学分野をカバーするリューベック専
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門大学Fachhochschule　LUbeck（1992年，学生数2546），リューベック医
科大学Medizinische　Universitat　zu　LUbeck（1992年，学生数1204），リュー
ベック音楽大学Musikhochschule　LUbeck（1992年，学生数380）の三大
学が設置されている（11）。
　（2）ライデンLeiden
　「16世紀の書斎」と言われるライン川河口の町オランダのライデンは，
1972年の人口102，500人，1995年の人口113，000人，9世紀頃ライン旧河口
の中洲に出来た小集落を起源とする。そして中世の末には，オランダ最大の
織物交易都市に発展していたと言われるが，発展しっっあったこの都市の運
命を一変させたのは，16世紀の対スペイン戦争であった。1574年，オラン
ダ各州はスペイン軍の総司令官アルバAlbaの指揮する潮のような大軍で埋
めっくされたが，時のオランダ総督ヴィルヘルム・フォン・オラニエン公
Wilhelm　von　Oranienは，オランダをスペインに対抗せしめた為，ライデ
ンは完全に包囲された。ライデン市民は市内の城塞（ブルフトBurcht）に
立て籠もって，飢餓と戦いながら最後まで勇戦奮闘した。そして，救援に来
て遠巻きに包囲していたオランダ軍の一隊が，ライン川の水門を開いて，南
オランダー帯を水浸しにした為，スペイン軍はやむなく囲みを解いて撤退し，
ライデンは遂に解放された。ライデン市民の勇敢さを愛でたオラニエン公は，
市民への褒美として，税の免除か大学の設置かの二者択一の選択を市民に申
し渡したが，ライデン市民は後者を選び取ったと言う。かくて1581年，世
界に有名なライデン大学は，国中の多くの俊秀を集めて，修道院の一室で開
校する。理性と合理を信じ，限りなく知の高みに登ることを夢見たオランダ
人のまさに感動的な物語りだと言えよう。
　このようにして設置されたライデン大学は，かってデカルトが哲学を講じ，
ホイジンガーが名著『中世の秋』の構想を練った大学として有名である。ホ
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イジンガーは1915年この大学の教授に就任して，1940年ナチスによる同大
学の閉鎖に至る迄の35年間に，次々と多くの研究を発表したが，取り分け
1919年に発表した『中世の秋』や1938年公刊された前記の『ホモ・ルーデ
ンス』は，名著中の名著として今日でも名高い。また自然科学の分野でも，
顕微鏡の発明者レーウェンヘクや，1746年にライデン瓶を考案した物理学
者ミュッシェンブレーク，更には1878年に彼の名を冠した定式を導いて電
子理論を確立したローレンッなどの鐸鐸たる人物群を輩出した。オランダ王
家のユリアナ女王やベアトリックス王女も，ここで法学を学んでいる。日本
との関係で言えば，幕末期の文久2年（1862年），石見藩士で後に著名な哲
学者となった西周や，かつて佐久間象山に学んだ津山藩士で，後に明治政府
の高名な司法官として活躍した法学者津田真道などが，遠い異郷のこの地で，
故国を遥かに思いながら学んだことも，併せて想起さるべきだろう。この地
の製粉業者の子として生れ，貧窮の中で独自の「光と影」の世界を描き続け
た薄幸の画家レムブラントH．Rembrandt（1606－69年）カs，若い頃ライデ
ン大学で学んでいることも，付言しておこう。
　市内には，オランダ名物の風車De　Valkが残されている外，1126年建設
され，その後15世紀に今日の形態に改築された最古の教会，聖ペーテル教
会St，　Peters　Kerk，1377年建設の聖ホーフラントセ教会Hooglandsekerk
（St．　Pancraskerk），前記の城塞ブルフト，1600年頃に建設され，1929年に
改築された華麗なルネッサンス式のファサードを持っ市役所スタットハイス
Stadhuis，またRapenburg通りには，1538年建設の聖ローデワイクス教
会St．　Lodewijks　Kerkがあり，そして73　Rapenburyには，もともと僧院
に開学されて，その後ゴチック建築に改築されたライデン大学などが，外堀
（Witte　Singel－Oude　Vest）と内堀（Rapenburg－De　Rijn）との二重の堀
の中にある。個人的な経験にわたるが，外堀Witte　Singel沿いにあった小
さな民宿Witte　Singelの女主人のホスピタリティーの立派さは印象に残っ
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た。客を大切にする土地柄なのだろう。市内には，豪族たちの屋敷跡が多い
が，一方で，前記のレムブラントの生家跡が，運河Galgewater沿いのう
ら悲しい小路Weddesteegに，今もひっそりと残されているのも印象的だ。
かって，女たちが毎日集まって，語りあっていたと思われる共同水汲み場跡
は，新運河沿いの古い橋の近くにあり，往時のこの町の市民たちの暮らし振
りを懐古させる。街角で見掛けるロバ付きの街頭オルガンが，この町に多い
のも，この町の特殊な風物詩か（t2）。
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皿．故郷観の懸隔一日本とヨーロッパー
　　　　　　　　　　　　孤独に徹するか，集団的解決か
　これまでに，私は日本人とヨーロッパ人との故郷観の違いを，歴史的に比
較検討し，それぞれが独自の特徴を有することを分析して来た。そこで，両
者の比較により，その因って来るところを，以下に出来る限り詳らかにして
行きたい。
　私見によれば，民衆の生きざまに関して，将来はともかく，過去の歴史に
関する限り，大凡次の二つのパターンの違いが，特徴として要約できるよう
に思われる。即ち，日本や東洋の場合には，現世では到底幸福を達成出来な
いと，多くの人々が観念し絶望せざるを得なかった暗さが伴いがちであった
のに対し，ヨーロッパの場合には，民衆の不澆不屈な挑戦の結果，政治行政
への建設的で現実的な期待が，幸いにも地上で永く育まれ得たと言って良い
だろう。そして，このような民衆の生きざまの違いが，洋の東西を分かっ主
要なメルクマールと言える。っまり，年齢性格の違いが若干あるにもせよ，
類型的に言えば，人々の生きざまの違い，即ち前者，日本乃至は東洋の国々
の民衆一般が，地上では，所詮何をやっても無駄だと観念し，『老子』の言
うように，時には「無為」に無抵抗に，また弱者の常として，人生をなるべ
く大過なく，風にそよぐ葦のようなしやかさで，忍耐強く生きざるを得なかっ
たのに対し，後者のヨーロッパの場合には，幸いにも，民衆が個人主義哲学
や民主的な政治体制が早くから確立し，生涯に亘って地域の改革を志向し続
け得たと言える。換言すれば，生活環境の改善へのかなり確実な可能性と展
望があって，合理と政治改革への確信とエネルギーが，彼の五体に溢ったか
否かが，これらのパターンを分かっ指標でもあろうか。
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1．　東洋に見られる来世的で彼岸信仰的な生きざま　孤独的信仰型
　前記のように，東洋にかって見られた生きざまの典型は，それなりにしな
やかだが，諦観的で来世信仰的な生きざまである。即ち，現在はともかくも，
少なくとも過去の歴史に見る限り，東洋では，救いは彼岸にしか存在せず，
目指す理想の境地，即ち浬樂の境地が，現世では到底得られないと，民衆が
観念せざるを得なかったと言える。東洋では，民衆はしばしば棄民化され，
人権思想は無いも同然であった。それ故，民衆はどんなに足掻いても「煩悩
の此岸」の現世では，己の幸福を実現することが出来ず，神への信心や仏道
の修行などによって，「三途の川」を渡り切った向こう岸の彼岸，つまり宗
教世界や，非現実的乃至は詩的な瞑想世界に，究極的には救いを求あざるを
得ず，救いを得たいという己が切実な悲願を，彼岸の地にひたすら繋がざる
を得なかった。彼が人生において荏苗ただ為すこともなく，毎日を無気力に
無為に過ごしたり，それとも，風狂か粋人に徹したり，また世捨て人同然に
なって，己が居住環境に対する積極的な現実改革の動きを余り持ちえなかっ
たのは，東洋の政治の過酷さや無道さと民主政治の欠如乃至は脆弱さに因る
とも言えよう。東洋には，現世に絶望し切って忍従の生活を送り，せめて来
世の極楽浄土を夢見て，往生せざるを得なかったこんな民衆が，古来，地域
に多かったと言えるのではないか。
　具体的に述べれば，カースト制度が厳しく，民衆が借金奴隷の苦境に喘ぐ
インド・ベンガルの詩人タゴールR．Tagore（1861－1941年）は，かって
「幸なきに守りませとはわれ祈らず…この身を助けませとはわれ祈らず彼岸
に渡る力欲し」と歌った（岩波文庫『タゴール詩集』渡辺照宏訳）が，タゴー
ルほどの人物にして然り，過酷な自然風土の中で，足掻きつつも幸せは彼岸
にしかないと観念せざるを得なかったインドの一般民衆にとっては，当時，
現実世界で幸せを得る方途は，到底有り得る筈がなかった。ユートピアの語
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が「何処にもない」の意味であることは既に述べたが，東洋の民衆は，しば
しば飢餓に耐え兼ね，他にユートピアを求めざるを得なかったのではないか。
日本でも宮沢賢治は，冷害に折々悩む東北地方の貧しい暮らしの中で，こよ
なく故郷を愛し，夢を追い続け，懸命に生き抜いた上で，遂に故郷に骨を埋
めたが，一方で『銀河鉄道の夜』などを書き，童話に託して，己が理想を描
いている。賢治もまた現世的には薄幸の人であった。
　日々に暮らしに追われる貧しい現実生活の中で，環境への絶えざる違和感
や嘆きや苦しみのみ多く，明るく人間的に，明日への希望が持てなかった民
衆は，止むなく絶えず彼岸での救済を願わざるを得なかったろう。社会への
適応と調和とを，周囲から求められ続け，上からの規制のみが強く，環境に
適応する忍従生活のみを，終始余儀なくされ続けた民衆には，改善や改革の
努力など，到底及びもっかなかったであろうから。そして，環境への適応の
強制の中で，辛い苦労の経験から，心とは別に目で笑い，涙ながらに全てに
忍従しっっ，何とか懸命に生きることを余儀なくされ続けた人々の思いは，
専ら楽しかった懐かしい生まれ故郷での過去の追憶に，飛ぶのみであったに
違いない。日本人の故郷観には，時として民衆の現実生活からの悲鳴の声が
聞こえる。お上に対し，文句一っ言えず，じっと耐える忍従と坤吟の生活を
強いられる環境では，個人の幸福追求は，村八分などに遭う恐れが多分にあっ
たので，当然，個人主義は育ち難く，環境への異議を許されぬ一方的な適応
と妥協のみが，民衆のせめてもの生き方であった。自立し得なかった民衆は，
良寛のような世捨て人に徹するか，思い切って風狂か粋人かに成り切らない
と，悠々自適の心境には，到底達し得なかったと言えよう。明るく明日の幸
福を信じ，希望を持って生きることなど，及びもっかなかったからである。
　藤堂明保『漢字字源辞典』によれば，民衆の「衆」の文字は，「集団労役
に用いた奴隷群，囲いの中にとじこめた人々を意味する」と言う。東洋社会
で，古来，民衆が置かれていた過酷な運命が，この漢字の字源には象徴され
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ていよう。暗く絶望しきって，幸せは彼岸にしかないと観念し切り，過酷で
厳しい自然環境の中で，支配者の横暴や無情や非情に泣いたり，また世の不
条理への諦観から，身の無力と悲運をかこつ弱者たちが，古来，東洋には引
きも切らず，日本の下級武士や民衆は，精々「武士は食わねど高楊子」乃至
は「引かれものの小唄」のような消極的抵抗を，僅かに試み得ただけと言え
る。
2．　ヨーロッパに見られる現世的で現状改革的な生きざま　集団的解決志向型
　これに対し，ヨーロッパでは，居住点の思想に基づいて，民衆が現世の幸
福を求めっっ，隣人と協力し，何世代か掛って，その民主的組織の確立に成
功し，前進的かっ漸次的に，己が生活の安定を図り得たと言える。ヨーロッ
パには，東洋まがいの家父長的イエ意識がなく，楽しい家族主義的世界の快
適を追求する民衆の自助的ホーム意識が，古来普遍的であり，旺盛であっ
た。前章で見たように，ヨーロッパでは，民衆が地域愛に立ち，現世の幸福
をひたすら求め続けて挑戦する気概と，地域改善や改革への情熱を持ち続け
るエネルギーとに富み，また人権優位の法と民主的組織による地域問題の協
力的な解決に，かなり巧みであった。歴史的にも，ヨーロッパ人の典型に
は，こんな意志的で剛直で積極的な生きざまが，その普遍的人間（uomo
universale）や個性的人間（uomo　unico）の基本的な特徴として見られる。
ギリシァ・ローマ以来培われて来た己が信条体系に対するその頑固な迄の確
信と執着は，取り分けルネッサンス以来発展させられた。勿論ヨーロッパに
も，楽園E．paradise，　D．　Paradiesの思想はあったが，この名称が教会の入
口や玄関にも用いられていたように，それは天国と地上とを結ぶキリスト教
的な宗教思想に基づくもので，東洋仏教の極楽浄土思想とは全く別と言える。
神に対する感情も，西欧の場合は，「全能」な神に対する素朴な信仰の気持
ちの現れで，「有り難や」（「神様のお陰」が原意）Gott　sei　Dankと極めて
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明るく闊達である。それ故，個人主義的乃至は意欲的なキリスト教世界と，
一方ではお百度を踏む神への信心などに縄りっっも，また「念仏申しても踊
躍歓喜の心おこらず」（親鷺，唯円『歎異抄』）とすら述べつっ，それでも，
懸命に，他力往生の慈悲を信ずる外なかった不条理世界のわが神道・仏教風
土とは，歴史的にも大きく様相が違っていたようだ。
むすび　今後の展望
　歴史は須輿片時も静止していない。それ故，日本やヨーロッパの文化や歴
史が，過去から未来にかけて不易だなどと，私は仮初にも言う積もりはなく，
それぞれにその特徴を貫きっっ進展して来ていると言える。二千数百年も昔
に，孔子は大河の水の酒々と流れる様を見て，「逝くものは斯くの如きか，
昼夜を舎かず」と慨嘆したと伝えられるが，激動の季節と言われる今日，世
界の進展はかって例を見ないほど急ピッチで，まさに止まる所を知らず，
「槍桑之変」の讐えも，またかくあれかしと思われる。そして情報社会化と
経済の国際化（グローバリゼーション）の進展に伴い，最近「旅を住家」と
する異なったエスニック・グループの人々は，昔日と比して激増して，世界
の市民たちは極度にコスモポリタン化し，いわゆるマルチ・カルチャーリズ
ムが近年世界各地に育ちつつあり，カナダの社会学者マクルーハンM．
McLuhanの言うように，地球は一っの村global　villageになりっっあると
言える。それ故，ボーダーレス化の激しい最近では，地方や世界各地の報道
が，毎日のマスコミに目に見えて増加しつつあるが，逆に，偏狭なかつての
お国意識や唯我独尊的なお国自慢意識は，次第になくなりつつある。また，
日本でも，遅きに失したとは言え，「お上」の姿勢や位置も変わり，国も謝
ることがあることを，最近の幾多の事例は教えている。そればかりか，パソ
コン通信や超国家のインターネットによるコミュニケーション網の拡大と，
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果ては，電子マネーなどの普及によって，過去の既存共同体は徐徐に崩壊す
る結果，世界は極度に狭くなりつつあると予想されているが，同時に，われ
われの居住環境も，逆に一層広くなりっっあるとも言えよう。尤も一方で，
現在の所は少なくとも，世界各地には，宗教や民族上の対立や文化的レイシ
ズムから，未だ紛争の火種が各地で残されており，それが局地的な地域紛争
の原因となっていて，諸国民の理性と協調による国際的な融和への努力が，
今日ほど人々に真剣に望まれる時代はかってなかったとも言えるが。だが，
そのような中で，まさに不死身であるかの様に，都市は逞しく生き続けるだ
ろうと思われる。
　このように考えて来ると，日本人の故郷観も，今後益々検討を余儀なくさ
れるものと思われる。生活をかこち，環境の厳しさを慨嘆するだけでは，己
が住む第二，第三の「ふるさと」は，些かも改善され改革されない。昔は，
環境改善への努力を早々と諦めて，粋や風流の世界を専ら楽しみ，若くして
世捨て人同然の道を選ぶ人もいたが，豊かで多忙となった今日の日本では，
こんな時代は今や完全に過去のものになった。わが国の場合，分権化の更な
る推進や行政の不断の努力もさることながら，こよなく己の現に住む生活環
境を愛し，時には，そこを改革して行く営為，っまり居住点に対する改革志
向の逞しい努力が，今後特に一層われわれ自身に望まれよう。取り分け，仕
事中心・会社中心に生きて来た日本の男性には，その生活スタイルの再構築
とリストラが急務ではないか。
妻にだけ友達がいる定年後　　朝日川柳　1996．3．1
　本稿は，情報社会化と国際化の季節に，その基盤としての「ふるさと」観
の歴史上の懸隔を，日本と欧米との間で，出来るだけ史的実証的に比較した
ものである。「ふるさと」観は，文中しばしば指摘したように，己が住む生
活環境に対する改善意欲や積極的な営為の跳躍台の役割りを果たす。「ふる
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さと」とは，懐かしい父母や旧友のいる彼方の生地のみを指すのか。そうと
すれば，「ふるさと」を遠く離れたものは，日常，己の住む環境に対して何
を為しうるか。「ここはロードスだ。ここで踊れ」と言う西洋人の生活原則
は，居住点に対する彼等の積極性が，その都市文化などの西欧文明を形成し
て来たことを教えているが，日本でも，「ふるさと」再生，正確に言えば，
故郷観の切り替えへの努力が，今われわれに切実に必要なのではないだろう
か。換言すれば，われわれ自身の故郷観の再検討を通じて，過去の歴史から
学び返すことが，今こそ，われわれ日本人に必要なのではないだろうか。
　世界の国際化と共に，国籍を問わず，活動的な若者たちが彩しく育ちつつ
ある現在，時代の経過によって，様相がやがて一変することは必定であり，
また現在でも，それが予見できるが，将来はともかくとして，日本とヨーロッ
パとの永い過去の歴史と現状を，やや類型的に要約しておけば，本稿のよう
に総括出来るのではないかと思われる。稿を閉じるに当たって，ヨーロッパ
文化の摂取と受容の時代に育った世代の陥り易い陥穽か，私の結論は西方文
化をやや理想化してとらえ過ぎているのではないかとの思いを禁じえない。
ヨーロッパを見て，私が目から鱗が落ちる様な感動を覚えたことに因るもの
でもあろうか。またキルケゴールがその本質を鋭く別挟したヨーロッパの
「塔の思想」へのアイロニーのひそみに倣って言えば，本稿も，わが生の表
現とは言え，「退屈」の所産との諦りを免れない思いがするが，所詮，歴史
とか文化も，そんなものかも知れない。学ぶ場所，学校E．school，　D．　Schule
が，暇とか余暇を意味するギリシァ語のqxoληやラテン語のscholaから出
ている以上，それは至極当然のことと言えるであろうが。
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